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43.0

1.6

35.2

1.1

20.5

86.6

1.3

10.7

0% 25% 50% 75% 100%

母親

n=1,057人

父親

n=1,057人

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない 無回答

第４章 育児休業制度の利用状況 

１ 育児休業制度の利用状況 

育児休業制度の利用状況をみると、母親は「取得した（取得中である）」（35.2％）

に対して、父親は「取得した（取得中である）」（1.1％）となり、父親が取得す

ることの難しさがうかがえます。 

また、育児休業を利用しない理由について、母親は「職場に育児休業の制度が

なかった」（24.4％）、「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」（24.0％）、

「子育てや家事に専念するため退職した」（20.3％）の順となっています。 

一方、父親は、「仕事が忙しかった」（34.1％）、「収入減となり、経済的に苦し

くなる」（29.0％）など、母親との違いが見られます。 

 

問 30 育児休業制度の利用状況 
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問 30.3 育児休業を利用しない理由 

（母親）          （父親） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

26.4

34.1

0.5

3.3

3.7

29.0

3.2

23.2

25.9

0.9

10.4

0.4

1.1

0.0

6.6

16.5

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=  915人

24.0

14.7

8.3

8.8

1.4

21.2

11.1

0.5

6.9

20.3

24.4

4.6

0.9

1.8

14.7

12.4

0% 25% 50% 75% 100%

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所（園）などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族に

みてもらえるなど、制度を利用する必要が

なかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

有期雇用のため育児休業の取得要件を

満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を

取得できることを知らず、退職した

その他

無回答

就学前児童

n=  217人
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育児休業給付と社会保険料免除の仕組みの認知状況をみると、「育児休業給付、

保険料免除のいずれも知っていた」（32.9％）、「育児休業給付のみを知っていた」

（33.6％）、「保険料免除のみを知っていた」（1.8％）となっている一方、「育児

休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった」（30.4％）という回答もまだ多

い状況です。 

 

問 30-1 育児休業給付の支給と健康保険・厚生年金保険料免除の仕組みを知っている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育児休業取得後の対処をみると、母親は「育児休業取得後、職場に復帰した」

（85.8％）、「現在も育児休業中である」（9.4％）、「育児休業中に離職した」

（3.5％）となっています。一方、父親は「育児休業取得後、職場に復帰した」

（83.3％）、「現在も育児休業中である」（8.3％）となっており、「育児休業中の

離職」はありませんでした。 

 

問 30-2 育児休業取得後の対処 

（母親）                 （父親） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

育児休業給

付、保険料免

除のいずれも

知っていた

32.9%

育児休業給付

のみ知ってい

た

33.6%

保険料免除の

み知っていた

1.8%

育児休業給

付、保険料免

除のいずれも

知らなかった

30.4%

無回答

1.3%

就学前児童

n=1,057人

育児休業

取得後、

職場に復

帰した

83.3%

現在も育

児休業中

である

8.3%

無回答

8.3%

就学前児童

n= 12人

育児休業取

得後、職場

に復帰した

85.8%

現在も育児

休業中であ

る

9.4%

育児休業中

に離職した

3.5%

無回答

1.3%

就学前児童

n= 372人
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0.0

12.2

21.9

13.8

36.4

5.3 3.4 3.4 1.6 1.9

0%

15%

30%

45%

60%

0

か

月

１

｜

３

か

月

４

｜

６

か

月

７

｜

９

か

月

10

｜

12

か

月

13

｜

15

か

月

16

｜

18

か

月

19

｜

30

か

月

31

か

月

以

上

無

回

答

就学前児童

n=  319人

年度初め

の入所に

合わせた

タイミン

グだった

0.0%

それ以外

だった

80.0%

無回答

20.0%

就学前児童

n=   10人

年度初めの

入所に合わ

せたタイミ

ングだった

32.0%それ以外

だった

68.0%

就学前児童

n=  319人

育児休業取得後に職場へ復帰した時期をみると、母親は「年度初めの入所に合

わせたタイミングだった」（32.0％）、「それ以外だった」（68.0％）となってい

ます。一方、父親は「年度初めの入所に合わせたタイミング以外だった」（80.0％）

が大半を占めています。 

育児休業から復帰したときの子どもの実際月齢について、母親は「10―12 か

月」（36.4％）が最も多く、希望する月齢も同じ傾向となっています。一方、父

親は「１―３か月」（40.0％）、希望する月齢は「４―６か月」（30.0％）が最も

多くなっています。 

 

問 30-3 育児休業取得後に職場へ復帰した時期 

（母親）                 （父親） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 30-4(1) 育児休業から復帰したときの子どもの実際月齢と希望月齢（母親） 

＜実際月齢＞                  ＜希望月齢＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0 1.6
4.7 2.8

48.9

3.1
8.8 6.9

12.5 10.7

0%

15%

30%

45%

60%

0

か

月

１

｜

３

か

月

４

｜

６

か

月

７

｜

９

か

月

10

｜

12

か

月

13

｜

15

か

月

16

｜

18

か

月

19

｜

30

か

月

31

か

月

以

上

無

回

答

就学前児童

n=  319人
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0.0

40.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

60.0

0%

25%

50%

75%

100%

0

か

月

１

｜

３

か

月

４

｜

６

か

月

７

｜

９

か

月

10

｜

12

か

月

13

｜

15

か

月

16

｜

18

か

月

19

｜

30

か

月

31

か

月

以

上

無

回

答

就学前児童

n=   10人

0.0 0.9 1.3 0.9

29.8

2.5

12.9 16.6

30.7

4.4

0%

25%

50%

75%

100%

0

か

月

１

｜

３

か

月

４

｜

６

か

月

７

｜

９

か

月

10

｜

12

か

月

13

｜

15

か

月

16

｜

18

か

月

19

｜

30

か

月

31

か

月

以

上

無

回

答

就学前児童

n=  319人

問 30-4(2) 育児休業から復帰したときの子どもの実際月齢と希望月齢（父親） 

＜実際月齢＞                  ＜希望月齢＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３歳までの育児休業制度があった場合の子どもの希望月齢をみると、母親は

「31 か月以上」（30.7％）、父親は「10―12 か月」（30.0％）が最も多くなっ

ています。 

 

問 30-5 ３歳までの育児休業があった場合の子どもの希望月齢 

（母親）                 （父親） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0

10.0

30.0

0.0 0.0 0.0 0.0

10.0

0.0

50.0

0%

25%

50%

75%

100%

0

か

月

１

｜

３

か

月

４

｜

６

か

月

７

｜

９

か

月

10

｜

12

か

月

13

｜

15

か

月

16

｜

18

か

月

19

｜

30

か

月

31

か

月

以

上

無

回

答

就学前児童

n=   10人

0.0

10.0 10.0

0.0

30.0

0.0 0.0

10.0

0.0

40.0

0%

25%

50%

75%

100%

0

か

月

１

｜

３

か

月

４

｜

６

か

月

７

｜

９

か

月

10

｜

12

か

月

13

｜

15

か

月

16

｜

18

か

月

19

｜

30

か

月

31

か

月

以

上

無

回

答

就学前児童

n=   10人
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50.0

0.0

12.5

12.5

0.0

0.0

25.0

0% 25% 50% 75% 100%

希望する保育所に

入れなかったため

自分や子どもなどの体調が

思わしくなかったため

配偶者や家族の希望が

あったため

職場の受け入れ態勢が

整っていなかったため

子どもをみてくれる人が

いなかったため

その他

無回答

就学前児童

n=    8人

育児休業から「希望」より早く職場復帰した理由をみると、母親は「経済的な

理由で早く復帰する必要があった」（44.3％）、「人事異動や業務の節目の時期に

合わせるため」（33.8％）、「希望する保育所に入るため」（14.3％）となってい

ます。父親は「経済的な理由で早く復帰する必要があった」（66.7％）、「配偶者

や家族の希望があったため」（33.3％）となっています。 

一方、育児休業から「希望」より遅く職場復帰した理由について、母親は「希

望する保育所に入れなかったため」（50.0％）が最も多く、父親の回答はありま

せんでした。 

 

問 30-6(1) 育児休業から「希望」より早く職場復帰した理由 

（母親）            （父親） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 30-6(2) 育児休業から「希望」より遅く職場復帰した理由 

（母親）            （父親） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

14.3

3.3

44.3

33.8

19.5

12.4

0% 25% 50% 75% 100%

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望が

あったため

経済的な理由で早く

復帰する必要があった

人事異動や業務の節目の

時期に合わせるため

その他

無回答

就学前児童

n=  210人

0.0

33.3

66.7

0.0

0.0

33.3

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=    3人

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=    0人

該当者はありません。 
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33.5

17.9

46.7

1.9

0% 25% 50% 75% 100%

利用する必要がなかった

（フルタイムで働きたかった、

もともと短時間勤務だった）

利用した

利用したかったが、利用しなかった

（利用できなかった）

無回答

就学前児童

n=  319人

職場復帰時における短時間勤務制度の利用状況をみると、母親が 17.9%に対

して父親は全く利用できなかったことがうかがえます。 

また、職場復帰時に短時間勤務制度を利用しない理由について、母親・父親と

もに「職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった」、「仕事が忙しかった」、

「短時間勤務にすると給与が減額される」などをあげています。 

 

問 30-7 職場復帰時における短時間勤務制度の利用状況 

（母親）            （父親） 

  

 

 

 

 

 

 

 

問 30-8 職場復帰時に短時間勤務制度を利用しない理由 

（母親）            （父親） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

65.1

43.0

36.2

2.0

1.3

10.7

0.0

17.4

16.8

3.4

0.7

0% 25% 50% 75% 100%

職場に短時間勤務制度を

取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると給与が減額される

短時間勤務にすると保育所の

入所申請の優先順位が下がる

配偶者が育児休業制度や

短時間勤務制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の

親族にみてもらえるなど、

子どもをみてくれる人がいた

子育てや家事に専念するため退職した

職場に短時間勤務制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

短時間勤務制度が利用できることを

知らなった

その他

無回答

就学前児童

n=  149人

50.0

50.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

50.0

0.0

0.0

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=    2人

50.0

0.0

20.0

30.0

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=   10人
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１歳になる

まで育児休

業を取得し

たい

77.1%

１歳になる

前に復帰し

たい

11.4%

無回答

11.4%

就学前児童

n=   35人

不満

11.5%

やや不満

21.3%

普通

42.2%

やや満足

19.4%

満足

3.3%

無回答

2.3%

就学前児童

n=1,057人

１歳になった時に預け先が保障された場合の育児休業取得の希望をみると、母

親は「１歳になるまで育児休業を取得したい」が約８割を占め、父親も少数なが

ら母親と同じ回答となっています。 

 

問 30-9 １歳になった時に預け先が保障される場合の育児休業取得の希望 

（母親）                 （父親） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 地域の子育て支援の環境や支援への満足度 

地域の子育て支援環境や支援に対する満足度をみると、「普通」と「無回答」を

除くと、「満足」と「やや満足」を合わせると 22.7％、「やや不満」と「不満」

の計が 32.8％で後者が 10.1 ポイント上回っています。 

また、満足度に対する回答者の平均点数は 2.81 点で、「普通（３点）」をやや

下回っています。 

 

問 31 地域の子育て支援環境や支援への満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１歳にな

るまで育

児休業を

取得した

い

100.0%

就学前児童

n=    1人


